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(54)【発明の名称】 液晶ユニットおよび液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】自然対流を利用してバックライトなどを含む液
晶ユニット内部を冷却する。
【解決手段】直下型液晶ユニット１のケース７上部に排
気用開口部７ａを形成するとともに、ケース７下部に吸
気用開口部７ｂを形成する。したがって、液晶ユニット
１内部の空気がバックライト２などによって加熱される
と、上昇して排気用開口部７ａから排出され、一方、液
晶ユニット１外部の空気が吸気用開口部７ｂから流入す
ることから、バックライト２などを冷却する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  液晶パネルと、この液晶パネルを支持す
るケースと、液晶パネルの背後に配列された複数個のバ
ックライトと、を少なくとも備えた直下型液晶ユニット
において、ケースの上部に１個もしくは複数個の排気用
開口部が形成されるとともに、ケースの下部に１個もし
くは複数個の吸気用開口部が形成されていることを特徴
とする液晶ユニット。
【請求項２】  前記排気用開口部の外方に位置して、該
開口部を遮蔽する通風カバーが設けられていることを特
徴とする請求項１記載の液晶ユニット。
【請求項３】  前記排気用開口部の周縁が外方に向けて
屈曲されていることを特徴とする請求項１または２記載
の液晶ユニット。
【請求項４】  前記通風カバーが通風カバーの上端開口
部を遮蔽する折曲部を有することを特徴とする請求項２
または３記載の液晶表示装置。
【請求項５】  請求項１記載の液晶ユニットが、上部お
よび下部に排気用開口部および吸気用開口部がそれぞれ
形成された筐体内に収容され、また、筐体には、液晶ユ
ニットの排気用開口部および吸気用開口部の外方に位置
して、該開口部を遮蔽する遮蔽部材が設けられているこ
とを特徴とする液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、液晶表示部を有す
る電子機器、例えば、ノートパソコンや液晶テレビなど
の液晶ユニットや液晶表示装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】一般に、ノートパソコンや液晶テレビな
どの電子機器に搭載される液晶ユニット１としては、図
１２に示すように、１本または２本のバックライト２を
有し、バックライト２からの光を導光板３および反射シ
ート４を介して拡散板５で反射拡散させ、液晶パネル６
で光を透過させることにより、液晶パネル６に情報を表
示するエッジ型液晶ユニットが知られている。
【０００３】一方、近年、電子機器の液晶表示部の大画
面化および高輝度化の要請に伴い、図１３に示すよう
に、２本以上のバックライト２をユニット１内に均等に
配置し、バックライト２からの光を反射シート４を介し
て拡散板５で反射拡散させ、液晶パネル６で光を透過さ
せることにより、液晶パネル６を大画面とした際にも十
分な輝度を確保することのできる直下型液晶ユニットが
提供されるようになっている。
【０００４】このように、液晶パネル６の大画面化や高
輝度化に伴ってバックライト２や基板などからの発熱量
が増大する傾向にあり、この結果、液晶ユニット１が高
温に加熱され、液晶の動作不良を起こしたり、液晶パネ
ル６に温度ムラが発生して液晶の表示品質を低下させる
という問題があった。
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【０００５】このような問題に対応して、特開平８－１
０１４５８号公報に記載されるように、内部に排気ファ
ンを配置し、排気ファンを駆動することにより、装置内
部の加熱された空気を排気口から強制的に排気させ、装
置内部を冷却するようにしている。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、前述し
た液晶表示装置の冷却装置では、排気ファンが必要とな
り、騒音の発生や消費電力の増加を避けることはできな
い。また、液晶ユニットは、バックライトからの光をユ
ニット内で反射させ、その反射光を効率的に液晶パネル
の方向に向ける必要があるが、液晶ユニット内部への塵
埃などの異物の侵入を防止するためのルーバーがランプ
ハウスの直下に位置するため、ランプから液晶パネルヘ
の光がルーバーによって阻害され、所定の輝度が確保で
きないおそれがある。
【０００７】本発明は、このような問題点に鑑みてなさ
れたもので、自然対流を利用してバックライトなどを効
果的に冷却することのできる液晶ユニットおよび液晶表
示装置を提供するものである。
【０００８】
【課題を解決するための手段】本発明は、液晶パネル
と、この液晶パネルを支持するケースと、液晶パネルの
背後に配列された複数個のバックライトと、を少なくと
も備えた直下型液晶ユニットにおいて、ケースの上部に
１個もしくは複数個の排気用開口部が形成されるととも
に、ケースの下部に１個もしくは複数個の吸気用開口部
が形成されていることを特徴とするものである。
【０００９】本発明によれば、液晶ユニット内部の空気
は、バックライトなどによって加熱されて上昇し、排気
用開口部から液晶ユニット外部に排出される。一方、液
晶ユニット内部の空気が排出されるに伴って、液晶ユニ
ット外部の空気が吸気用開口部から液晶ユニット内部に
流入される。したがって、吸気用開口部から液晶ユニッ
ト内部を経て排気用開口部へと流れる空気の自然対流が
生起される。
【００１０】この結果、バックライトなどを含む液晶ユ
ニット内部を冷却することができるとともに、液晶ユニ
ット内部の上下の温度差を解消することができる。
【００１１】本発明において、前記排気用開口部の外方
に位置して、該開口部を遮蔽する通風カバーが設けられ
ていると、空気の排出および流入を阻害することなくバ
ックライトからの光が液晶ユニット外部に漏洩するのを
防止することができるとともに、水滴や塵埃などの異物
が液晶ユニット内部に侵入するのを防止することができ
る。
【００１２】本発明において、前記排気用開口部の周縁
が外方に向けて屈曲されていると、排気用開口部を通し
て液晶ユニット内部に水滴や塵埃などの異物が侵入する
のをより確実に防止することができる。
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3
【００１３】本発明において、前記通風カバーが通風カ
バーの上端開口部を遮蔽する折曲部を有すると、通風カ
バーの上端開口部を通して水滴や塵埃などの異物が液晶
ユニット内部に侵入するのを防止することができる。
【００１４】また、本発明は、請求項１記載の液晶ユニ
ットが、上部および下部に排気用開口部および吸気用開
口部がそれぞれ形成された筐体内に収容され、また、筐
体には、液晶ユニットの排気用開口部および吸気用開口
部の外方に位置して、該開口部を遮蔽する遮蔽部材が設
けられていることを特徴とするものである。
【００１５】本発明によれば、液晶ユニット内部の空気
は、バックライトなどによって加熱されて上昇し、液晶
ユニットの排気用開口部から筐体の排気用開口部を経て
液晶表示装置外部に排出される。一方、液晶ユニット内
部の空気が排出されるに伴って、液晶表示装置外部の空
気が筐体の吸気用開口部および液晶ユニットの吸気用開
口部を経て液晶ユニット内部に流入される。したがっ
て、筐体の吸気用開口部および液晶ユニットの吸気用開
口部から液晶ユニット内部を経て液晶ユニットの排気用
開口部および筐体の排気用開口部へと流れる空気の自然
対流が生起される。
【００１６】この結果、液晶ユニットに直接通風カバー
を設けることができない場合であっても、バックライト
などを含む液晶ユニット内部を冷却することができると
ともに、液晶ユニット内部の上下の温度差を解消するこ
とができる。また、遮蔽部材を介して空気の排出および
流入を阻害することなくバックライトからの光が液晶ユ
ニット外部に漏洩するのを防止することができるととも
に、水滴や塵埃などの異物が液晶ユニット内部に侵入す
るのを防止することができる。
【００１７】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態を図面
を参照しながら説明する。
【００１８】図１乃至図３には、本発明の液晶ユニット
１、すなわち、直下型液晶ユニットの一実施形態が示さ
れている。
【００１９】この液晶ユニット１は、液晶パネル６と、
該液晶パネル６を保持するケース７と、からなり、ケー
ス７内には、液晶パネル６の背後において、複数個のバ
ックライト２が並列して配置されて、液晶パネル６を照
射するようになされている。また、ケース７の上面に
は、複数個の排気用開口部７ａが所定間隔をおいて形成
されるとともに、各排気用開口部７ａを遮蔽するよう
に、該開口部７ａの外方に位置して通風カバー８Ａが設
けられている（図３（ａ）参照）。同様に、ケース７の
下面にも、複数個の吸気用開口部７ｂが所定間隔をおい
て形成されるとともに、各吸気用開口部７ｂを遮蔽する
ように、該開口部７ｂの外方に位置して通風カバー８Ａ
が設けられている（図３（ｂ）参照）。
【００２０】したがって、液晶ユニット１内部の空気
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は、バックライト２などによって加熱されて上昇し、排
気用開口部７ａから排出され、一方、液晶ユニット１内
部の空気が排出されると、液晶ユニット１外部の空気が
吸気用開口部７ｂから液晶ユニット１内部に流入する。
【００２１】この結果、液晶ユニット１の吸気用開口部
７ｂから排気用開口部７ａへと流れる空気の自然対流が
生起され、バックライト２などを含む液晶ユニット１内
部を冷却することができるとともに、液晶ユニット１内
部の上下の温度差を解消することができる。また、通風
カバー８Ａを介してバックライト２からの光が外部に漏
洩することを防止することができるとともに、排気用開
口部７ａから水滴や塵埃などの異物が液晶ユニット１内
部に侵入するのを防止することができる。
【００２２】前述した実施形態において、図４および図
５に示すように、排気用開口部７ａの周縁を外方に向け
て屈曲させるようにしてもよく、合わせて、通風カバー
８Ａの側縁を外方あるいは内方に屈曲させるようにして
もよい。このように、排気用開口部７ａの周縁を屈曲さ
せることにより、または、通風カバー８Ａの側縁を排気
用開口部７ａの周縁とともに、あるいは、単独で屈曲さ
せることにより、さらに水滴などの異物の侵入を防止す
ることが可能となる。
【００２３】図６および図７には、本発明の液晶ユニッ
ト１の他の実施形態が示されている。
【００２４】この液晶ユニット１においては、ケース７
の背面上部に複数個の排気用開口部７ａが並列して形成
されるとともに、その背面下部に複数個の吸気用開口部
７ｂが並列して形成されている。そして、ケース７の背
面には、その各排気用開口部７ａを覆って上方に延設さ
れ、上端開口部を遮蔽するように側方に折曲された屈曲
部８１を有する通風カバー８Ｂが設けられている。ま
た、ケース７の背面には、その吸気用開口部７ｂを覆っ
て下方に延設され、下端部を開口するフード状の通風カ
バー８Ｃが設けられている。
【００２５】したがって、この実施形態においても、液
晶ユニット１内部の空気は、バックライト２などによっ
て加熱されると、排気用開口部７ａを通して通風カバー
８Ｂ内を上昇し、その上端部側方から外部に排出され
る。一方、液晶ユニット１内部の空気が排出されると、
液晶ユニット１外部の空気が通風カバー８Ｃの下端部お
よび吸気用開口部７ｂを通して液晶ユニット１内部に流
入する。
【００２６】この結果、液晶ユニット１の吸気用開口部
７ｂから排気用開口部７ａへと流れる空気の自然対流が
生起され、バックライト２を含む液晶ユニット１内部を
冷却することができるとともに、液晶ユニット１内部の
上下の温度差を解消することができる。また、屈曲部８
１を有する通風カバー８Ｂを介してバックライト２から
の光が外部に漏洩することを防止することができるとと
もに、排気用開口部７ａから水滴や塵埃などの異物が液
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5
晶ユニット１の内部に侵入するのを防止することができ
る。
【００２７】なお、前述した実施形態においては、ケー
ス７に複数個の排気用開口部７ａおよび吸気用開口部７
ｂを形成した場合を例示したが、液晶ユニット１内部の
発熱量を考慮して設定された開口面積を確保すればよい
ことから、1 個の開口部７ａ，７ｂであってもよい。
【００２８】ところで、液晶ユニット１の構造やコスト
の関係から、通風カバー８Ａ，８Ｂ，８Ｃを設けること
ができない場合には、図８および図９に示すように、液
晶ユニット１を筐体９内に収容して液晶表示装置１０を
構成し、筐体９内に遮蔽部材１１を設けて液晶ユニット
１内部を冷却するとともに、異物の侵入を防止するよう
にしてもよい。
【００２９】具体的には、液晶表示装置１０は、液晶ユ
ニット１と、この液晶ユニット１を収容する筐体９とか
ら構成されている。そして、液晶ユニット１のケース７
の上面および下面にそれぞれ形成された排気用開口部７
ａおよび吸気用開口部７ｂに対向して、筐体９の上面お
よび下面には、それぞれ排気用開口部９ａおよび吸気用
開口部９ｂが形成されている。また、ケース７の排気用
開口部７ａと筐体９の排気用開口部９ａの間およびケー
ス７の吸気用開口部７ｂと筐体９の吸気用開口部９ｂの
間には、ケース７の吸気用開口部７ａおよび吸気用開口
部７ｂを遮蔽する遮蔽部材１１がそれぞれ配置されてい
る。
【００３０】ここで、遮蔽部材１１には、ケース７の排
気用開口部７ａおよび吸気用開口部７ｂに対向する位置
を除いてそれぞれ通気口１１ａが形成されている。すな
わち、遮蔽部材１１は、ケース７の排気用開口部７ａお
よび吸気用開口部７ｂに対向する位置を遮蔽している。
【００３１】したがって、液晶ユニット１内部の空気
は、バックライト２などによって加熱されて上昇し、排
気用開口部７ａから排出された後、遮蔽部材１１の通気
口１１ａおよび筐体９の排気用開口部９ａを経て液晶表
示装置１０外部に排出される。液晶ユニット１内部の空
気が液晶表示装置１０外部に排出されると、液晶表示装
置１０外部の空気が筐体９の吸気用開口部９ｂ、遮蔽部
材１１の通気口１１ａおよび液晶ユニット１の吸気用開
口部７ｂから液晶ユニット１内部に流入する。
【００３２】この結果、筐体９の吸気用開口部９ｂ、遮
蔽部材１１の通気口１１ａおよび液晶ユニット１の吸気
用開口部７ｂを経て液晶ユニット１内部へ流入した後、
液晶ユニット１の排気用開口部７ａ、遮蔽部材１１の通
気口１１ａおよび筐体９の排気用開口部９ａへと流れる
空気の自然対流が生起され、バックライト２を含む液晶
ユニット１内部を冷却することができるとともに、液晶
ユニット１内部の上下の温度差を解消することができ
る。また、遮蔽部材１１を介してバックライト２からの
光が外部に漏洩することを防止することができるととも*
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*に、筐体９の排気用開口部９ａから液晶ユニット１の排
気用開口部７ａを経て水滴や塵埃などの異物が液晶ユニ
ット１の内部に侵入するのを防止することができる。
【００３３】この実施形態においては、通気口１１ａを
形成した遮蔽部材１１を例示したが、複数枚の遮蔽部材
１１を液晶ユニット１の各排気用開口部７ａおよび各吸
気用開口部７ｂと対向する外方位置にそれぞれ配置して
もよい。
【００３４】なお、液晶ユニット１のケース７の背面上
部および背面下部にそれぞれ排気用開口部７ａおよび吸
気用開口部７ｂが形成されている場合は、図１０に示す
ように、遮蔽部材１１を排気用開口部７ａおよび吸気用
開口部７ｂに対向する外方位置に配設すればよい。ま
た、図１１に示すように、図６および図７に示した実施
形態の通風カバー８Ｂに代えて、屈曲部８１のない通風
カバー８Ｄを設け、通風カバー８Ｄの上方開口部を遮蔽
するように遮蔽部材１１を設けるようにしてもよい。
【００３５】
【発明の効果】以上のように本発明によれば、液晶ユニ
ット内部の空気は、バックライトなどによって加熱され
て上昇し、排気用開口部から液晶ユニット外部に排出さ
れる。一方、液晶ユニット内部の空気が排出されるに伴
って、液晶ユニット外部の空気が吸気用開口部から液晶
ユニット内部に流入される。したがって、吸気用開口部
から液晶ユニット内部を経て排気用開口部へと流れる空
気の自然対流が生起される。この結果、バックライトな
どを含む液晶ユニット内部を冷却することができるとと
もに、液晶ユニット内部の上下の温度差を解消すること
ができる。
【００３６】また、本発明によれば、液晶ユニット内部
の空気は、バックライトなどによって加熱されて上昇
し、液晶ユニットの排気用開口部から筐体の排気用開口
部を経て液晶表示装置外部に排出される。一方、液晶ユ
ニット内部の空気が排出されるに伴って、液晶表示装置
外部の空気が筐体の吸気用開口部および液晶ユニットの
吸気用開口部を経て液晶ユニット内部に流入される。し
たがって、筐体の吸気用開口部および液晶ユニットの吸
気用開口部から液晶ユニット内部を経て液晶ユニットの
排気用開口部および筐体の排気用開口部へと流れる空気
の自然対流が生起される。この結果、液晶ユニットに直
接通風カバーを設けることができない場合であっても、
バックライトなどを含む液晶ユニット内部を冷却するこ
とができるとともに、液晶ユニット内部の上下の温度差
を解消することができる。また、遮蔽部材を介して空気
の排出および流入を阻害することなくバックライトから
の光が液晶ユニット外部に漏洩するのを防止することが
できるとともに、水滴や塵埃などの異物が液晶ユニット
内部に侵入するのを防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の液晶ユニットの一実施形態を示す斜視



(5) 特開２００２－１８９２０７

10

20

7
図である。
【図２】図ｌの液晶ユニットを一部省略して示す断面図
である。
【図３】図１の液晶ユニットを一部省略して示す断面図
である。
【図４】液晶ユニットの排気用開口部の他の実施形態を
一部省略して示す断面図である。
【図５】液晶ユニットの排気用開口部のもう一つの実施
形態を一部省略して示す断面図である。
【図６】本発明の液晶ユニットの他の実施形態を示す背
面側斜視図である。
【図７】図６の液晶ユニットを一部省略して示す断面図
である。
【図８】本発明の液晶表示装置を示す背面側斜視図であ
る。
【図９】図８の液晶表示装置を一部省略して示す断面図
である。
【図１０】本発明の液晶表示装置の他の実施形態を一部
省略して示す断面図である。
【図１１】本発明の液晶表示装置のもう一つの実施形態*

8
*を一部省略して示す断面図である。
【図１２】従来のエッジ型液晶ユニットを一部省略して
示す断面図である。
【図１３】従来の直下型液晶ユニットを一部省略して示
す断面図である。
【符号の説明】
１  液晶ユニット
２  バックライト
６  液晶パネル
７  ケース
７ａ  排気用開口部
７ｂ  吸気用開口部
８Ａ，８Ｂ，８Ｃ，８Ｄ  通風カバー
９  筐体
９ａ  排気用開口部
９ｂ  吸気用開口部
１０  液晶表示装置
１１    遮蔽部材
１１ａ  通気口

【図１】 【図２】 【図３】

【図４】 【図５】
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【図１２】 【図１３】
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